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■暮らし関連３ 

福島・国際研究産
業都市（イノベー
ション・コースト）
構想研究会を開
催 ( １ 月 ２ １ 日 ) 

■暮らし関連２ 

守り続けてきた 

大切な神社。 

伝統は後世に 

受け継がれます。 

～楢葉町の北田神社で、倒壊した鳥居を再建し、１月２５日に３年ぶりに例大祭を厳かに執り行いました。～    

 原子力災害現地対策本部長は、インフラ復旧
や除染の見通し等を検討した結果、避難指示解
除見込み時期について「避難指示解除準備区
域」及び「居住制限区域」は平成２３年３月１１日
から５年、「帰還困難区域」は平成２３年３月 

南相馬市の避難指示解除見込み
時期を決定 ～原子力災害現地対策本部長決定～ 

１１日から６年と決定しました。 
 これにより、南相馬市の避難指示区域の住
民の方々は、解除見込み時期までの期間に生
じる賠償額を一括で受け取ることが可能にな
りました。 

「地元で顔の見え
る仕事がしたい」 
という思いで営業
を再開しました。 

「いつも笑顔を絶
やさない、気持ち
の良いお店を心
がけています。」 

詳しくは、ＮＥＸＣＯ東日本のホームページをご覧ください。 
http://www.e-nexco.co.jp/pressroom/press_release/tohoku/h26/0129/ 

 ＮＥＸＣＯ東日本は、東日本大震災による
被災及び福島第一原子力発電所事故の影響に
より通行止めとしていた常磐自動車道 広野
インターチェンジ（ＩＣ）～常磐富岡ＩＣ間
（延長１６．４ｋｍ）について、このたび復
旧工事が終了し、２月２２日に再開通（通行
止めを解除）することを決定しました。 
 同社は、常磐道全通に向けて、整備工事中
の区間につきましても一日も早い開通を目指
して取り組むとしています。 舗装の復旧状況 

常磐自動車道の広野ＩＣ～ 
常磐富岡ＩＣ間の再開通日 
が決定 （１月２１日） 

（楢葉町役場提供） 

（１月１０日） 

http://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/s130919001.html
http://www.e-nexco.co.jp/pressroom/press_release/tohoku/h26/0129/


◆◇セブン-イレブン楢葉下小塙仮設店舗店（楢葉町）◇◆ 暮らし関連情報 

いつも笑顔を絶やさない、 
気持ちの良いお店を心がけています 

２ ふれあいニュースレター第３６号  

  

 
 従業員は現在１９人で、笑顔を絶やさず、気持ちがいい店舗を心がけています。 
 お店は、楢葉町の国道６号沿いにありますので、お近くに立ち寄られた際には、是
非、ご来店ください。 
 従業員一同、心からお 
待ちしております。 
 

 お客さんから「いつもありがとう。」「応援してるよ！」とい
う、励ましの言葉を良くいただきます。 
 これからもお客さんの声援に応えられるように、近くて便利な
お店であり続けるように、頑張っていきます。  
 

 セブン-イレブン楢葉下小塙仮設店舗店 
             オーナー 鈴木 賀規さん（左）と 
              奥 様    二葉さん 

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  

 開店の約１か月前に、
十分な研修を受けてか
らオープンを迎えたの
ですが、それでも小売
業は初めての経験だっ
たため、戸惑うことも
ありました。そんなと
きは、「こんなものだ
ろう」と楽観的に考え
るように心がけて、乗
り切りました。 
 オープンの前には、
夫妻２人で、いわき市
内の仮設住宅、工事事
務所や宿舎を、開店告
知のチラシを持って訪
問して回りました。始
めの頃は、お客さんの
数はほどほどといった
感じでしたが、１か月
後には、口コミなどで
広まったのか今と同じ 

セブン-イレブン楢葉下小塙仮設店舗店 
 福島県双葉郡楢葉町大字下小塙字四斗蒔１５－２ 
 営業時間：６：００～２０:００  

くらいに、来店し

て頂けるようにな

りました 

 オープン当時は、

夏真っ盛りで、お

客さんのことを考

えて、お水や氷を

多めにそろえるよ

う気を付けました。 

 特にお水につい

ては、専用のコー

ナーを設けたとこ

ろ、箱買いするお

客さんも多くて、

非常に好評でした。

お水は冬場もニー

ズがあり、今もよ

く売れています。 

 また、洗剤、手

袋、ごみ袋などの 

「 

温かくすぐにお召し

上がりいただけるの

で、人気があります。 

 これからもお客さ

んの気持ちを考えて、

地元で頑張ります。」

と鈴木オーナーは満

面の笑みで、決意を

語られました。 

オープニングセレモニーは、副知事も参加して 
華々しく開催！ 

豊富な品揃えで、 
来店をお待ちしています。 

」 。 
「セブン-イレブン楢葉下小塙仮設店舗店は、平成２５年８月２
６日に避難指示解除準備区域内で店舗型では初めてとなるコン
ビニエンスストアとしてオープンしました。取扱品目数は２，
８００品目と、標準的なセブン-イレブン店舗と変わりませんが、
現在の営業時間は、朝の６時から夜の２０時に限って開店して
います。」とオーナーの鈴木賀規さんは、お店の紹介をされた
のちに、オープンに至るまでの苦労を振り返られました。 
 「私達夫婦は、今もいわき市に住んでいます。震災前は、私
はいわき市でサラリーマンを、妻は、楢葉町内の企業に勤務し
ていました。震災後、一時帰宅する町民の方々や、除染作業員
の方々などのために、少しでも良いので役に立ちたいとの思い
から一念発起し、現在の場所にお店を構える決意を固めました。 
 

清掃用具も取りそろえたところ、地元の方々が掃除に訪

れた時に使われるのか、週末によく売れています。 

 また、カウンターで販売している揚げたてのお惣菜は、 

初心を忘れず、これからも頑張ります！ 



◆◇相双電気株式会社（浪江町）◇◆ 
暮らし関連情報 

 地元で顔の見える仕事がしたい 
 という思いで営業を再開しました。 

  

 
  

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  

 浪江町の本社では、水周
りの問題、特にトイレにつ
いて困っています。今は手
を洗うタンク付きのものを
自分で用意しましたが、再
開した事業所の、特に女性
従業員の労働環境への配慮
から、浄化槽の設置が急務
ではないでしょうか。」 
 「インターネットの書き
込みなどでは、浪江町の風
景は、震災からずっと変
わってないと書かれている
のを見かけます。しかし、
実際に本社の営業を再開し、
毎日、町に戻っていると、
震災当時から比べると、か
なり変わったことがわかり
ます。ただ、浪江町内にコ
ンビニが再開されれば良い
ですね。温かい食べ物や飲
み物が近くで買えると便利
で、気持ちの面でもホッと
できると思います。」と、
阿部社長は、復興に向けての
手応えを感じておられました。 

を再開した思いを述べられ
ました。 
 「当社は、昭和２０年に
起業して、私で３代目にな
る電気工事を行っている事
業者です。震災発生直後か
ら復旧作業に携わり、避難
指示が出た後も、現場にい
た人が南相馬のホテルに泊
まって、作業を継続してき
ました。 
 現在の事業所は、今年１
月６日に再開した本社（浪
江町権現堂）と、仮事務所
（南相馬市原町区、鹿島
区）の３か所で営業してい
ます。 
 将来的には分散している
事業所を１か所にまとめた
いとも思っていますが、用
地の確保、従業員の通勤等
を考えると、現時点では困
難であるため、当面の間は、
今の体制でやるしかないと
考えています。 
 現在は、私を含めて５人
の従業員で頑張っています。 
 今、従業員は、震災後の
生活再建をするために、
色々な決断が必要な時期に
入ってきており、落ち着く
までは、できることをして
いる状況ではないかと思っ
ています。 
 当社としては、大切な従
業員の居住が安定して、将
来の見通しが立つことが大
事だと考えています。 

相双電気株式会社 ８：００～１７：００ 
 ＵＲＬ： http://www.sousou-denki.co.jp/ 
（本社）               
 福島県浪江町大字権現堂字蛭子町３－２ 
 連絡先：０２４０－３５－３２５８ 
（仮営業所） 
 福島県南相馬市原町区北町１６１－２北町エ 
 イトハイツ８号室 
 連絡先：０２４４－２６－３５６２  

「相双電気の本社事務所は、浪江町の国道１１４号線沿いにありますので、住民の方々は『事務所に灯りがつい
ている、人がいる』とわかるだけで、町に戻ってきた時に安心できるのではないかと考えています。町内で知り
合いに会うと嬉しいし、他の場所で会うのとは違って、浪江町内で会うからこその意味があると考えています。 
 このような安心は、地元にいないと無いものだと強く感じています。」と阿部展才社長は、地元浪江町で事業 

ふれあいニュースレター第３６号 ３ 

「 」 

 本社の事務所に電気がついていたり、車が停
まっていたりすると、知り合いは、皆、顔を出し
てくれます。人と人とのつながりが、前に進む気
持ちを作ってくれると感じています。 
 人が増えていくと、困りごとも減っていくと
思っています。人が集まれば、アイディアや知識
を出してくれます。そして何より助け合いの心が
嬉しいですね。 
    
 相双電気株式会社 代表取締役 阿部 展才さん 

あべ のぶかた 

 当社は、地場産業なので、
その土地にいないと営業は
できません。 
 今は、商売になるかどう
かよりも、当社が浪江町に
いることで、町民の方々が
喜んでくれることが、一番 

大事だと考えています。これからも浪江町で、皆
さんと一緒に頑張っていきたいと考えています。 

国道１１４号線沿いの本社事務所です。 町の浄化センターの電柱を復旧しました。 

http://www.sousou-denki.co.jp/


４ ふれあいニュースレター第３６号  

福島・国際研究産業都市 イノベーショ 
ン・コースト 構想研究会を開催 

発行 政府原子力被災者生活支援チーム 

 原子力災害被災地域において取り組むべき地域産業
政策の方向を明らかにするため、赤羽原子力災害現地
対策本部長の私的懇談会として「福島・国際研究産業
都市（イノベーション・コースト）構想研究会」が設
置され、第１回研究会が１月２１日に開催されました。 
 研究会は産学官の有識者等で構成されており、今後
の研究開発拠点、産業拠点、人材育成拠点、地域開発
の在り方等を検討し、６月前後を目途に、地域経済の
将来像、必要な取組み、支援策等について提言をとり
まとめる予定としています。 

「ふれあいニュースレター」バックナンバーのご案内 
 過去の「ふれあいニュースレターにつきましては、以下のアドレスよりご覧いただくことが可能です。ぜひご覧ください。  

 http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html 

（１月２１日） 

 燃料デブリ等の
放射性物質の分析、
廃棄物の処理・処
分方法の研究、原
子炉安全に関する
評価等を行う中核
施設を整備。 

■ 主な検討内容 

Ⅰ．廃炉研究開発拠点 

Ⅱ．ロボット開発・実証拠点 

 廃炉や自然災害、設
備災害に活用できる各
種ロボットの研究開発
や実証試験、これを操
作するオペレーターの
教育・研修等を実施す
る総合的なロボット開
発・実証拠点を整備し、
平時から緊急時運用が
可能な体制を整備。  

Ⅲ．国際産学連携拠点 

 数十年にわたる廃炉
プロセスを支える研究
者・技術者を育成する
ため、国内外の原子力
関係研究機関の英知を
結集した産学官連携拠
点を整備し、廃炉現場
も活用した国際共同研
究、教育・研修を実施。 

Ⅳ．廃炉・復興関連事業所の集積促進 

 廃炉作業に必要な資材を安定的に確保するため、地
域に誘致すべき企業群を明確化し、これら企業が活用
できる工業用地や生産・物流施設、事務所等を地域内
に計画的に整備。また、技術開発や資材調達において、
地元企業、人材を活用するための方策を検討。  
 災害ガレキ、焼却灰、汚泥等の廃棄物を再製品化し、
地域のインフラ整備等に有効利用するためのリサイク
ル拠点を整備。 

Ⅴ．その他 

 研究機関、関連事業所、
教育研修に関わる研究者、
技術者等の生活環境を整備
するため、必要となる交通
インフラ、生活インフラ等
を計画的に整備。  
 洋上風力、石炭ガス化複
合発電等、「浜通り」にお
いて進められている新たな
エネルギー関連プロジェク
トを発展させ、地域の産
業・雇用に繋げていくため 

に必要な取組みを検討。  
 現場において取り組むべき農林水産関連の課題を
明確化し、その実施方策を検討。 
 原発事故の教訓を後世に伝えていくため、震災遺
構としての保存・活用方策の在り方について検討。 

詳しくは、経済産業省のホームページをご覧ください。 
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/20140121_01.html 

） 
（ 

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html
http://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/s130919001.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/20140121_01.html
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